
平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス②-1 

２（3）授業の質的改善のプロセス 

ア Ｂ校（第４学年）の実践  

(ｱ)  手引きを活用した質的改善の実際 

２(2)授業の見直しと質的改善を図るための手立てに沿って、実際に授業の質的改善を図った

Ｂ校第４学年の実践を紹介します。資料１（授業の質的改善のプロセス②-1～②-3）は、Ｂ校の

質的改善の実際（一部）を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 

 

さあ、授業改善のスタートだ。 

まずは、簡単なチェック！ 

自分のスタートラインはどこ

だろう？   してみよう。  

注意：画像はイメージです。リンクしていません。 

 



平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス②-2 

指示された「手引き」のページ 

手順１【児童の実態を資質・能力の面から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順２【児童の実態を「主体的・対話的で深い学び」の３つの視点から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

 

社会的事象に興味は持っているけれど、実感や
切実感を持って学習問題を調べようという姿が
あまり見られないわ。 

Ａ①②③⑦⑧⑨を見てみよう。 
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授業の質的改善のプロセス②-3 

 

 

手順３【日々の教師の授業を振り返る。】 

手順４【授業で取り入れる手立て、または意識することを考える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ Ｂ校の質的改善の実際（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 

 

 

身近な資料を見せて、児童が

興味を持つように心掛けてい

るわ。 

✔ 

資料を見せて、気付
きや疑問を持たせる
ような手だてをもっ
と工夫してみよう。 
そして、学習問題を
子供たちと一緒につ
くってみよう。 



平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス②-4 

(ｲ) 質的改善の推移 

前頁資料１で示すように、Ｂ校第４学年においては、手引きに沿った考え方に沿って、児童の実態を

「育成すべき資質・能力」の視点（手順１）と「主体的・対話的で深い学び」の視点（手順２）から捉

え、教師の指導の現状を振り返りました（手順３）。その後、指導をどのように改善していくのかを考

えました（手順４）。Ｂ校第４学年では、６月から 12 月まで単元毎に同様の手順を踏みながら、授業の

質的改善を図っていきました。以下の①～⑧は、質的改善の推移を「授業の見直しと質的改善を図るた

めの手立て-1」図１に合わせ整理したものです。 

 

① ６月実践 単元「水はどこから（前半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ② ７月実践 単元「水はどこから（後半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●新聞には調べたことを写すだけの児童が多

い。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●児童から気付きや疑問などのつぶやきを拾い、教師から学習問題のキーワードに当たる言葉を提

示して、学習問題設定につなげたが、児童の問題意識が本当に高まっているのか疑問である。 

●新聞づくりでは、「これまで調べてみて分かったことをまとめなさい」と指示をする程度で、こ

の活動を通してどのような力を身に付けさせたいのか教師も児童も不明瞭である。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○児童の問題意識は高まっているように感じ

る。更に高めるためには手立ての工夫をする

必要があると感じている。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※児童が問題意識を持って、単元の学習に取り組むことができるように、児童から気付きや疑問を

引き出し、それらを基に学習問題を設定するようにする。[Ａ③、Ａ⑦、Ａ⑨] 

※毎時間の導入で何を調べる時間なのか確認をする。[Ｂ①] 

※毎時間、ペアで話し合う時間を設定する。［Ｄ⑥］ 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●社会的事象の個別の事実のみに目が向き、そ

の意味まで考えることは難しい。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●話合いの必要性や必然性を実感している児童が

少ない。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●話合いを取り入れてはいるが、グラフや写真から読み取った情報をお互い伝え合うだけにとどまり、

児童にとって「話合いをしたい」「話合いが必要だ」という意識を持たせるまでに至っていない。 
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授業の質的改善のプロセス②-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③７月～９月実践 単元「ごみの処理とその利用」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④９月実践「ごみの処理とその利用」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

〇「ごみ処理の工夫」と「自分たちの生活とのつ

ながり」という観点を提示したことで、約８割

の児童が調べたことを写すだけでなく、調べた

り考えたりしたことを関係付けながら新聞に

まとめることができた。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

〇質問事項を個人で考えさせたことで、児童が主体的に見学を行うことにつながった。質問事項が

学習問題とどのようにつながっているのかを考えさせることが今後必要だと感じている。 

○新聞づくりでは、調べた事実同士を関連付けて記述することができるように、調べた内容で関係が

ありそうなものを線で結ばせたので、調べたり考えたりしたことを関連付けて考えることにつなが

った。 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●学習問題についての児童の記述を読むと、１

時間ごとのめあてについて記述したものがほ

とんどで、これまで獲得した知識を相互に関

連付けて記述したものはほぼなかった。 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●学習問題を設定するときに、児童の気付きに対し、問い返しをしながら、「調べてみたい」と思わ

せるようにしていったが、更に問題意識を高めさせるためには工夫が必要である。 

●毎時間、授業最後の振り返りの場面で、学習問題について記述する時間をとったが、単元を通し

て調べたり考えたりしたことを記述させるためには工夫が必要である。 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※児童から気付きや疑問を引き出し、それらを基にキーワードを見いださせ、学習問題を設定す

る。［Ａ⑧］ 

※毎時間、学習の初めに何を調べる時間か確認し、調べる内容を考えさせる。[Ｂ①] 

※単元の最後に予定している新聞作りで、単元を通して調べたことを書くだけでなく、キーワー

ドを使って考えさせ作成させるようにする。[Ｅ②] 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

〇自分で考えた質問なので、清掃工場見学では意

欲的に質問をする姿を見ることができた。 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※学習問題を設定するときに、児童の気付きに対し、問い返しをしながら、「調べてみたい」と思わ

せるようにする。[Ａ⑤] 

※毎時間、授業最後の振り返りの場面で、学習問題について記述する時間を取る。[Ｃ⑪] 

 

 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●課題追究の過程において、学習問題を意識で

きていない児童がいる。 
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授業の質的改善のプロセス②-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤10 月実践 単元「郷土の発展に尽くす」 

授業の質的改善を図った単元の実際はこちらから⇒     授業の実際はこちらから⇒     

 

 

 

⑥10月実践 単元「郷土の発展に尽くす」      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯資料から気付きや疑問を持ち、調べていきたい

ことを学習問題として設定することに慣れて

きた。 

●課題解決に向けて資料から必要な情報を読み

取ることが難しい児童が数名いる。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯資料から気付きや疑問を持ち、調べていきたい

ことを友達と積極的に交流している。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題）） 

〇児童から、気付きや疑問を引き出して設定した学習問題だったので、「自分たちでつくった学習問

題」という意識が継続し、単元を通して学習問題を意識して学んでいたように思う。 

●学習問題設定の際に、資料から適切な情報を読み取り、課題解決に結び付けて考えさせるには更

なる工夫が必要である。 

●課題解決の場面で学習問題についての考えを記述させる際に、キーワードを使ってまとめさせて

いるが、更なる工夫が必要である。 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※学習問題解決のために調べる内容を整理させる。[Ｃ②] 

※調べる内容について、予想をさせる。[Ｃ③] 

※資料の表題や見方などを確認し、どのようなことが分かる資料なのかを考えさせる。[Ｃ④] 

※限定した資料を提示する。[Ｃ⑤] 

※まとめ方を例示し、評価の視点を示す。[Ｅ①、Ｅ③] 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※提示する資料は、児童にとって身近なものを取り入れる。[Ａ①] 

※資料の一部を隠して提示するなど、提示の仕方に工夫を行う。[Ａ②] 

※予想を促すなど、発問の工夫を通して、疑問を持たせる。[Ａ③] 

※追究過程で調べることをキーワードとして、学習問題設定につなげ、児童に単元を通して調べる内

容を把握させる。[Ａ④] 

※毎時間、学習問題についての記述を行わせる際に、学習課題（本時のめあて）とのつながりに気付

かせる。[Ｃ⑪] 

※新聞作成の際に、視点を与える。また、新聞作成を通じて、児童が「比較・関連・総合」などの思

考方法を用いることができるような条件を与える。[Ｅ②] 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/02_syou_syakai/documents/tangenjissai2.pdf
http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/02_syou_syakai/documents/2_4_2_jireiB1.pdf
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授業の質的改善のプロセス②-7 

⑦11月実践 単元「わたしたちの佐賀県の様子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧12月実践 単元「わたしたちの佐賀県の様子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯学習問題を解決するために必要な情報を資料

から選択することができている。 

●資料から読み取った情報がどのような意味を

持つのかを考えることが難しい児童がいる。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯学習問題を解決させるために、どのような方法

で調べればよいか見通しを持つことができる。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

〇資料の枚数を限定して示し、表題と調べ方を全体で確認することで、何を調べるとよいのか、そ

の資料で何が分かるのか、調べ学習の目的が明確になっていた。 

●意味を問う発問が児童にとって難しいのではないか。 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※調べた内容をペアやグループで伝え合わせ、確認させる。[Ｃ⑨] 

※調べた内容について、問い返しで事実を相互に関連付けて考えるようにする。[Ｃ⑩] 

※事実を調べさせた後に、意味を問う発問を段階的に行う。[Ｄ①] 

 
資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○資料から読み取ることができる事実を問う質

問に対しては、答えることができる児童が増え

てきたが、事実の意味まで考えることは難しい

児童もいる。 

●資料が表す意味を十分に理解できておらず、話

合いで自分の気付きを話すことができない児

童がいる。 

 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○資料から読み取ったことを基に、分かったこと

や考えたことをペアやグループで進んで伝え

合うことができている。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○資料の枚数を限定し、資料の一つ一つに書き込みをさせながら、資料の読み取りに必要な視点を

意識させるようにしたことは効果的だった。 

○ペアやグループでの話し合いの時間を十分確保することで、一人では気付けなかったことに気付

くことができている児童が増えた。 

●どのようなことが分かる資料なのかを考えさせていない。 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※資料を確認する際に、どのようなことが分かる資料なのかを問う。[Ｃ④] 

※事実を調べさせた後に、意味を問う発問を段階的に行う。[Ｄ①] 

※調べた事実と考えを明確に分けるようにさせる。[Ｄ②] 
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⑨１月実践 単元「特色のある地域と人々のくらし（有田焼）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩２月実践 単元「特色のある地域と人々のくらし（有明海）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

〇多くの児童が、有田焼に関わる人々の工夫や

苦労が産業の発展につながっていることに気

付き考えることができた。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○学習問題の解決を意識して本時の学習に臨み、

調べることが出来る。 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○資料から事実を調べさせた後に、意味を問う発問を段階的に行っていることが、有田焼に関わる

人々の工夫や苦労と産業の発展とを関連付けて考えることにつながっている。 

○調べると良いと考えたことをクルーピングさせ、何から調べると良いかを児童に問い、決定させ

ながら学習計画を立てているので、児童は見通しを持って学習問題解決に向かって調べたり考え

たりすることができている。 

●限定した資料を提示して調べさせることで確実に読みとりは出来ている。しかし、様々な資料を

提示して資料読みとりの視点を増やすような手立てをとることは出来ていない。 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※様々な資料を提示して調べさせることで、資料読みとりの視点を増やす。［Ｃ⑦］ 

※まとめ方に関する判定基準を示す。［Ｅ③］ 

 
資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○調べたいことを基に学習問題を設定し、学習計

画の大まかな道筋を考えることができる。 

●様々な資料を基に、視点を絞って調べることが

難しい実態がある。 

 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○学習問題について考えた後、今後調べることについて

考えることができる。 

○単元全体を振り返り、学習問題について自分の考えを

記述することができる。 

 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○学習問題について自分の考えをまとめることができるように新聞作成に取り組ませた。作成の際

に、評価の判定基準を示したことで児童が視点を持って新聞作成に取り組むことができた。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※課題を解決するために必要な情報であるか、対話を通して考えさせる。［Ｃ⑧］ 

 


